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M. ノールズのニーズ充足原理をめぐって－」と、「第５章 成人教育プログラム計画理論の動向⑵－R. カファレラ
と R. セルベロ/A. ウィルソンの所論をめぐって－」では、アメリカにおける成人教育プログラム計画理論の変遷に






























を、第４回が「医療」を扱った。講座参加者は、第１・２回が 40 人を超えたものの、第３回は 20 人、第４回は 10
人程度であった。ここでの問題は、第１・２回で多くの講座参加者を得たものの講座参加者の関心と講師の関心が異
なっており、講師が批判されたことであった。また、第４回講座では講師の力量・関心と企画会議の関心が異なって























































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 生涯学習の広がりとともに、各種学習講座を市民が企画して実施する事例が増えつつある。公民館、生涯学習セン
ター、あるいは民間教育機関が提供する講座に受動的に参加するだけでなく、学習者自らが学習課題を設定し、学習
プロセスを能動的に管理・運営しようとする機運の高まりがその背景にある。本論文は、市民の要求にもとづいて企
画することが比較的困難であった現代的課題（人権、国際化、男女共同参画社会など）の講座プログラムを対象に、
市民企画講座の形成過程を調査・分析するものであるが、成人教育分野における国際的な先行研究の理論的レビュー
と各種市民企画講座についての詳細なフィールドワークにもとづく分析を織り交ぜながら、きわめてオリジナリティ
の高い論文となっている。 
 論文は４部構成で、まず第１部では生涯学習社会における市民企画講座をめぐる社会的背景が分析されている。国
内外における市民社会の変容と市民参加の拡大、および社会状況の複雑化を背景にしながら、日本の生涯学習政策に
おいて現代的課題の学習振興が唱われるようになった経緯が描き出されている。第２部では、市民企画講座のプログ
ラム形成をめぐる理論的分析が展開され、1950 年代以降の講座プログラム計画理論のレビューをはじめ、とくに体
系的な成人学習プログラムに関する研究が活発に行われてきたアメリカにおけるいくつかの代表的な理論が深く考
察されている。第３部は申請者自身が行ったフィールドワークにもとづく分析が述べられ、それぞれ男女共同参画、
環境問題、消費者問題に焦点をあてた３つの講座プログラムの形成過程と市民企画委員会の関与が多面的に描き出さ
れている。そして第４部においては、市民企画委員会の課題と新たな理論構築に向けた視点が示され、最後に今後の
市民企画講座プログラムに関する新しい理論モデルが提示されている。 
 以上のように、本論文は生涯学習関連施設における市民企画講座が直面してきた諸課題を明らかにするとともに、
今後このような講座がさらに市民の能動的参加によって発展していくために何が必要なのかをフィールドワークに
もとづいて具体的に示す内容になっており、しかも国内外の成人教育・学習理論を十分ふまえながら考察が行われて
いることから、博士論文として十分な水準にあると判断した。 
